
第五章 変法期 における学会､報刊､学童の経済的背景

第-時 概 低

中鰐においては､明中期以後から､群分的マニュ77タチュ丁が成立していたが､その缶本主我

発展は､細井汽本家によって､阻止され捗ちであった｡

しかし､アヘン戦ilrの敗北によって､外国勢力が中国に入って来ることにより､新しい変化が鬼

れた｡

まず､洋那 】において､はじめて､fZ本主我的工場が設立されるようになった｡

すなわち､洋哉派の工英化は､中国に欧米の諮制度を帝人しようとしたが､それは､中国の在来

産葬､伝按的な点茶､手工非と矛盾しない範軌こ閉られたので､徹底したものとはなり得なかった

変法期になると､民族プルジ37ジーが生れ､野本主袋的な経済等がみられるようになり､近代

な工業､鉱兼､良薬の発展についての絵税が見られるようになった｡

また､それらの軽済掛 こもとづいて､突取に､工場が設立され､鉱山が阻発され､茶桑などを含

た良薬も発展して行くようになった｡

この実感を､変法遊動が唯一､土群化した湖南省において考察して行きたいと考える｡

また､このような､近代的工､鉱､岱薬､並路､汽船の周航などが､変法時期の学会､朝刊､学乍
の背瀬となっていることも明らかにして行きたい｡

第二節 経済論と経済活動の展開

第-項 湖南省における変法期の控群論

まず最初に変法時期の聯 関係の論説について見て行く｡①

すなわち当時の控折的な論説の主なものに安啓組の ｢ii湖南応井之称｣､讃宗同の ｢拭行印花税

説｣､｢貧相遼之益｣､｢論湘卑鉄路之益｣､戟紫敬の ｢論紺繭宜興蚕桑之利｣､｢両虎斬州宜弛脱 _

托菜の ｢三i湘jF別井小論公司之益｣､焚経の ｢勧湘エ｣許崇兼の ｢論湖南茶冴急宜並頓｣､昧鞠鎚
｢商学｣等がある｡

穀啓組の ｢鴇湖南応弁之印｣では､世界の近代化に別応して､湖南でも民智､帥哲､雷管を鵬く

とが一切の船木である砂を述べ､②っいで新政の煉理について次のように云っている｡

すなわち､湖南がすでに実施しているものに多くのものがある｡額鞍､垢船､学望､錬長の

がそれである､或いは､日を定めて実施しようとしているものがある｡学会､巡描､稚児の類

如きである｡或いは掛 こ実施しようとしているが､力を阻まれているものがある｡鉄道の類の

さである｡或いは巳でに実施し､尚すべからく､変惑､拡充しようとしているものがある｡造
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局の類の如きである｡(釘

と述べられており､すでに実施されていること､これから実施しようとしている印柄等に触れてい

る｡

ついで紫啓掛 よこの韻文の最後の所で､極めて由要なこととして次の2つを-Sげている｡

すなわち､那-Ii道路をu]くことである｡全省の血脈を遜じれは､全ての鼠匁を通じることが

でき､全省の商riを出すことができる｡

第二は､勧工特発鳩を設けることである｡各府州県の天産､人工の放物を典めて､これを比埼

する｡工芸の4れているものは奨励する-･･･｡⑥

と述べられており､道路の開設､特産品の奨励が考えられていることがわかる｡

辞宗同は､｢試行印花税様醜｣で､8つの点にわたって､碕非において､印紙税の便利な点を､述
べ､⑤っいで湖繭の問掛 こ触れ､次のように去っている｡すなわち

地を限定して先ず一地域を指定して､試行の始めとする｡行って尊くILければやめる｡-地に

尊くないのである｡余は尊くないことはfLい｡今､湖南を限って述べれば､任じて一長州を革げ

る｡別ち長州から始める｡かつ岳州のIF水汝金より始める｡⑥

と述べられており､湖南省の一地域をテストケースとして印紙税を施行しようと考えていたgIが知

られる｡

つぎに ｢論fB怒之益｣では､Ⅶ超の効用を述べ､夜も明るいIP､腿閲にも利用できる印を述べてい
る｡⑦湖南省については､次のようにいっている｡すなわち

湖南巡aLの隣公は､吾が湖南省人を偶み､それを易えようと思われている｡そこで､宝尊成公

司に命じて､屯灯を創造させ､巡連の役所から試みにこれを頒し､致ヶ月して着ければ､民I;耶こ

命令して､皆その利益を同じに柑させる｡22用は甚だ安く､これによって､長抄の町は､学曾

報か らゝ通りの大商店に及ぶ乱 みな夕方に入,ても明るい｡⑧

と述べられており､宝普成公司による喝灯のQ!利きが伺われる｡

最後に ｢論柵可妖精之益｣では､湖南省から広ち削こ鉄iBを作る効用を述べ､まず苅 lに地形や労働

力の供絵などで､鉄滋が作り易いこと､第2に､湖南省にも鉄in地役で鉱山の脱党など産炎が興り､

物fFの強送ができることでブラスにfLることを述べている｡⑨

淡紫敬は｢韻湖南宜邦蚕桑之利｣で細雨では､土が桑に向かないといっているが､他の省や､外国

の例を見て､蚕桑を湖南で盛んにすべきであると説き､そのために蚕桑局を立てることを勧め､注恵

すべき点､6点をあげている｡その節1は､分局を立てること､節2は種料をJm入すること､第3暮.i

桑拓を栽培すること､耶4は､器貝を精巧にすること､5には､殊背を尊くすること､6に郁租を井

じて医法を明らかにしなけれIfならflいとしている｡⑩

また､焚紫敬の ｢禰庭新州宜排球腿学論｣では､段燕地域である湖南では､段学会､虚字盟等をiB

て､良薬を盛んにすべきである印が説かれている｡①
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良薬の ｢皆舶用別井小姑公司之益｣では､洞庭湖の湘郡を航行するのに危険の少11い､小汽船を用

いることの益が述べられている｡⑫

奨椎の ｢勧湘工｣では､世界が工茶化することによって利益を得ていることにかんんがみ湖南'Gも

工射 ヒすることを勧めている｡⑬

評決窯の ｢泊湖南第秒急宜並噸｣では､中国の主要輪出品である茶を湖南で酉法により生産し､中

国に利あらしめるべきgfが述べられている｡④

陳為滋は ｢商学苅ニ｣の中で､湖南の鉄氾敵役の印と湖南の汽船の郡について触れているので､そ

れをここで取り上げる｡

まず湖南の鉄iBの敷設であるが､王府菜が広瀬布政任にTLって､それをしようとしたが失敗した串

を述べ､⑬そのあとでもし鉄道が出来れば､次のような利点があるといっている｡すなわち

今､もし湖南の軟式ができるならば､iK河の危険を卦ナ､北江の水路と遜じて連って一気とIj
■く

り､洋才を内に滞ぐことができるし､土1割まそれを謙りて､外に頼ることができる｡その嵐為す

る地域には､平和の樹 と､I-･･･Bf村の芦原､肘州の窪啓､茶､木材､細物油､石段､広発の垢､

果物があり､軟滋を-育てるgTができる｡その他で､細評から運び出す産物には､茶や舟竹があり､

毎年運賃で節約できる所は､数十万 (雨)を下らない｡⑳

と述べられており､鉄芯の敷設により､外国製品の流入と湖南省の産物の輸出ができることが知ら

れる｡

ついで､汽船の就航であるが､必ず商坤を自首し鉄道と輔け合って行うべきであるとしている｡す

なわち ｢疾い水の所では汽船は､ハシケだけが任用可能である｡-シケが行くのはのろく遜商の坤は

遼く凍ロにあり､そこではすべて大船に載せている｡だからハシケが汽船から受ける利益はすくなく､

洗口が商坤の利を受けるのが大である｡今もし湖南に埠頭を役けないのなら､吃水三尺の汽1馴ま､支

河を走らせ鉄道会社に附属させるべきである｡2つの山の間には川があり､二つの川の問には山があ

るのか普戒である｡-･･･だから鉄道を開く者は必ず直行して山川の陥りをrl適すべきであり､小汽船

を支水に横行させ､鉄並を適って来た漬物を受けて幹河に到達させるべきである｡いわゆる水掛土控

であり､鉄路は投である｣①と述べられており､できれば桐 を作り､鉄道と汽船をうまく連絡させ､

湖南省の従蛾の交感路とすべきであると悦かれている｡

以上要するに､世界の近代化､工業化に別応して湖南省でも､iB路の祉設､鉄滋の敷設､汽船の航

行､印紙税のg人などを威し､特産品を焚励し､良薬を盛んにし､屯灯非､車重英､判茶糞等の近代

産非を盛んにして行くべきfJIが､六剣に述べられている｡

第二項 湖南省における変法時期の経済活動

変法時期に湖南省においては､色々な公司の役立が計酉されたり､東掛 こ設立されているので､そ

れらを考案し､明らかにして行く｡
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その方法として､まず､役立の計画された章樫を考案し､ついで､爽際に設立された公司の実感を

明らかにして行きたい｡

章程のある公司又は局として最初に見られるのは､湖南巡血敗宝頚の役立した､湖南執務総局であ

る｡同局の茸樫としては､｢揺局津軽11粂｣､｢官井草担8粂｣､｢官商合弁費樫lLI粂｣｢官甘商弁章援7

粂｣､｢両氏己8月各甘分別弁理草程4粂｣があるが､これらについては､すでに中村氏が考案されてい

る⑩のでここでは疎く立ち入らない｡只､民間出や者が､駿東老成であることと人中は､省内の紳士

から議書が適ぶようになっていたことを明らかにして古く｡

妨2に ｢両湖試弁射茶公司輩程｣であるが､これは､湖南､湖北の封茶会社の定款の試みである｡

ここでは11条が挙げられているが､その要点をまとめて行けば以下の如くである｡

1､ff-&金は8万両でl株100円とする｡

1､株主は､中常人で金持の紳商に限る｡

1､公司のせ井は正成税務司の母とする｡

】､金井JI､5人を疋く｡菅井と金井が合謙するが､点擦決定権は菅井にあり､兼任も甘井が持

つo

l､公司は捨金を設ける｡金井は捨金によって公革される｡

1､株式完本は民間から非める｡

1､3ケ月に一皮､竹井は省の監倍音に報告しなければならない｡

1､利益を挙げ､それを均しく分ける｡機械の粥入､茶師の相即､剖茶法､栽培法等を偉力求め

る｡

1､会社の本社は､添口に投け､1年ごとに決井をする｡

L､会社がうまく行って株を増fZする場合は従来の株主から行い､あまりがあれば売りに出す｡

1､以上は､大鵬 で､工場を作ってから詳しい単線を定める｡⑩

以上から､中国人の出かこよる茶の株式会社を溝口に創設し､それを発展させようとしていること

が知られる｡

｢両湖茶断 限公司触明輩樫｣は10灸からなっている｡そのあらましをまとめれば､

1､fE本金は6万両で､1200抹とし､1株は50両である｡

1､将来は増TEL､発展させたい｡

1､-A-公司の金銭の出入は､旺丑虫行が取り扱う｡

1､本公司は､土地をrIうか借り､茶を栽培して生産をのはし､エ切を作って茶を製造し､横城

をL#入し､外国の封茶技師を雇い､茶の究男をし､インド､セイロンに勝たせたい｡

1､本公司は向井であるが､菅井は穏和態であり､両湖挫骨の札諭を準じている｡

1､柏PIは､ます株主に行い､余りがあれは他の人にも分ける｡

1､本杜は､溝口にださ､ 1年で決井する｡
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1､倍弁が会社の全丑任を持っ｡

1､株主捨金ができるまでは､骨井が金井を運ぶ｡珠の欲しい着は､上海では､五馬路公信洋

へ､排ロでは､太平洋行にIHJ5てもらいたい｡⑳

とあり､致本金6万両で､既出銀行の管理下にインド､セイロンにもおとらないような茶の株式

社を作ろうとする意欲がうかがわれる｡

つぎに､｢両湖官垢局合弁牽程｣であるが16炎よりなっている｡その輩点をまとめれば以下の如く

ある｡すなわち､

1､湖北､湖南の士沖が草程を抜定した｡

1､両省の士榊は､揺兼を6人挙げ､株を銀め､造船､用人等の印を取り扱わさせる｡

1､筋くは､た本金10万両で､各省から5万両ずつとする｡

1､両湖ともそれぞれの出身の紳士が中心となるが､別に湖南出身の公正な紳士1人､湖南にl.

湖北出身の公正な士伸を1人金井とする｡

1､両湖の官絵局の仕堺をする人は､駿東紳商とし､書類を保管する｡欄 は､両湖にそれぞ

置くものとする｡そしてお互いに政志する｡もし公金を鎖するようなことがあれは､培LFさ

る｡

1､利潤は車種に府して平等に分配する.

t､両局は､日報､月報の笥湖を作り､日用､月用の㌍用を紀録してお互いにLR名し合う｡

1､船61券と乗船券を一適にして発行し､湖南省の汽船が湖北省に来た時に､乗船券を湖北省

局に送り､決井の時に湖南省にある船鏡券とつき合わせ､不正を調べる｡湖北省の汽船も同

様にする｡

1､両将の喫文は､旬月月末に各押並が相互の省に来ている士榊と親しく検悉する｡

1､位年の叔支の決井は､まず自分の吊の紳並と会計係が約33し､拍手の省の2人の士沖に藍

をしてTiい､収支の決辞去を株主に送り杢関してHい､公の場所と新聞に公示する｡

1､両局の各紳灘は､仕印を処理する人と50株から100件に至る株主を拒め､定抑的に金領を1

いて利弊糾矢を考える｡

1､湖北省と湖南省とが合弁した後は､両局の紳並が共に鰍ナ合う｡もし尊くない処理や蛙用

が不当で議論が合わず決められない場合は､局外の正坤か揺骨か南北の巡tkに依輔する｡

1､湖｣ヒ省､湖南省からよくわかる者が1名ずつ出て､上海､広Rflこ行き船を購入する｡

1､弁群の紳茄やFi-3にいる株主は､年柊の決31を待って利潤を決め､酬訓とする｡

1､株の利.ELは､8位で､利潤の半分は､賢本金に繰り入れ､10分の2は､船袋の煤理に用し

)0分の3を井即の紳滋各員の鮒金に送る｡

1､名すけて､郡柵着後梅船局といい､部局は､鼓鍬 こ設立し､軌跡 ま長抄に設立する｡以上

灸は､合弁の大概牽程に係る｡各肝抑牽畦は後に分様別議する｡⑳
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とあり､湖北､湖南で士紳を中心としてfZ本金10万両で汽船の株式会社を設立し､発展させようと

していたことが知られる｡

最後に ｢両湖官絵局招股別井牽程｣を見て行く｡この牽掛i8粂により成っており､要点は次の通

りである｡

l､株の劣3Jiは､紳並の手を荘て行われる｡

1､株主が株を手粧す場合は､ます他の株主に貿って貸う｡株主でそれを受ける人がなければ､

胡友に狩ることができる｡

1､株主で50株から3株に至る者は､本公司の会議に入るを訪う｡

1､よくわかる紳並2人に討い､上海､広射 こ赴き､大汽船二蛙､小汽船4堕を桝入してHう｡

それまでは｡郡官4号を借りて行う｡

1､汽船は､ます､細評､長抄､常態､岳州､沙布､洗口の六処で行う｡

1､年池の尖頭撰船4号を造って予備とする｡人を沸口にやって大工を屈い柵市の船工掛 こつれ

て来て､裟道を教えさせる｡

1､棟の井典は6ヶ所で行う｡

i､汽船を動かし､人を用いる関連した章樫は､別に条文を作る｡⑳

とあり､株を井施し､ftAeを購入し､会社を発展させようとしているのかわかる｡

｢湖南士帥架啓柴等創立水利公司尭｣では､湖南省の士榊である繋啓発らが､水利会社を役立し､

用水施設を機械化し､比茶を近代化しようとしている梯子がうかがわれる｡⑳

｢堺句湘三省押商等右†井卑淡鉄路巣｣では､緋北､広RT､樹両省の紳商連が卑淡鉄道を敷-&するこ

とを繋討している｡すなわち､南北の要道として､jZ錬鉄iBと連絡させて､柳繭にも､利益をもたら

せようとするものであ,た｡⑳のちにこれは､敷設され､広坪から韻口まで､‖06hの行程である｡

以上､製茶会社､公営の頼船局､水利会社､鉄道全社等の定款と許可顧いなどを見て来た｡

これらの印をiiZJして､変法則に湖南省では､会社等を鎚て､近代汽本主我を中人し､富裕な省を作

ろうとしていた梯子が伺われる｡

次に資法当時実掛こ役立された会社等について見て行く｡

まず､過払の酸宝康が､良民の生活を支えるために､執務揺局を上薬し､1895年10月､常山を開い

ている｡r湖雨打志Jによれば､排宝掛 まその頃､湖南省に串炎があったので､省僻の攻入を盛んに
して､地方選折を反映させるために徽准総局の改立を決め､省内の工頓汲生産を脱党したのであった｡

また経営形鰍 柁 井､官商合弁､官や合弁であり､生産物としては臥 石臥 臥 托光等があった｡⑳

役E3には､劉臥 納 札 P代軌 羨乃軌 条私 欲溝恭､'i兆乱 発汲華､桝 飛がいた｡⑳

1895年11月には､奴宝征､王先班､張祖同､蛾梁の相談により､長抄の北門外に土地を購入し和出

火兼公司の工場を祉てることが決定され､翌年エJ#が開かれ､脱胎当時､B木軌 ま､10万両であった｡

マッチの原料は､リン､硫出､ガラス粉等であり､リンや硫刊は外国から肌入した｡また工場の規模
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は､女工6､7盲胡工が約百人であった｡㊨

1896年JI月には､放空談の命により､湖南の紳士朝日元､王先謙､蒋徳鈎､熊希齢等が惣本金を氾
めて､宝軌正公司を阻姶した｡⑳これは先にも述べたが､W Tの会社であった｡

羅某が破いた ｢論洲jP別井小拍公司之益｣に沿って ｢両潮音輪局舎井草擬｣､｢弼湖官冶局招段別井
草程｣が措かれたが､1898年､戊戊の4月に､小治公司が班本金10万両で別井され､航行がBa始され

ている｡⑳

すなわち､湖南省のJ!沖によって控折的な発展を恵図してはじめての株式会社が設立されたのであ

る｡またこの小梅公司について､湖南省志第 1掛 i､羅菜の小や公司の別井の利益を述べた文章をl;)

用し､そのあとで次のように去っている｡

すにわち､｢(確菜の)これらの掛 ま､湖南維新派と群衆の小始公司の別井に対する意見を確実に代

表しており､彼等は､頼船を達らせることが､僅かに商品流戒を促すだけでなく､平にBi輩なことは

この捷折利権を革瀕でさ､後Elの外国嶋省の掠準を免れさせるものであるとした｡このgFはまさに､

当時のfl塵取椴が外国投屯着の束縛をふり毒って脱し､班本主義の発展の期望を企図したものであっ

た｣⑳と述べられており､ここでも湖南の維新碑と群衆が､餅 的榊 価を碓 し､外国の緋 をは

ねのけようとして設立されていると考えていることが知られる｡

ついで同年7月には､湖南遜撫陳宝辞が銃弾エJhを設立している｡すILわち､湖絹省志によれは､

以下のとおりである｡｢1898年7月 (6月)巡捷眺宝技は､銃弾の二つの工切を設立し､輩する所の

提出については､塩一斤に別に料金を掛ける加al銀の先例を槻掛 こして､ l斤ごとに加瓜阻1匝4屯､
▲上

年ごとに10万余両を折収した｡また満朝政府に上海威首魁遊局が原から議定して概器を購入している

牧歌を､改めてJRり出し､一雄を湖南に分拾して横器を桝入できるように紺 した｣◎と述べられて

おり､垣の加m金などにより､鍍帝工場を役立していることが知られる｡

また､同月､湘市監生韻本妻､細Jl洗生肖仲和､細J!武生王国蛙が化学剣道公司を月収 している｡

r湖南省志Jによれば､

彼らは､特脳を洋鮒する技術を･2g本的に清遊している｡･･･-湖両省には掠臓の樹が多くあり､

榊､永､辰､濃ではもっとも出rdであり､そのまま特段を薄田する優越条件がある｡彼らは､tl
本叔l万両を迎へ塊め､湖南化学利益会社を設立し､しばらくは､土法を用い､先ず樟脳の鷲鮒

を行い､成劾するのを待,て便器を購入し､拡充させる｡⑳

と述べられており､較本金 1万両で樟脳を溝田する化学製造公司を役立しようとしている様子が知

られる｡このあと､r湖南省志Jでは､樹繭進也の許可によって化学封必公司が実現している｡

r湖南'GaJ は化学封逝公司の項の最後に､

張本埜等が設立した所の化学魁近公司は､規掛 ま比較的小さく､技術は低劣であり､在英に限

りがあるといっても､これは当時にあっては､すでに述べて来たように､一朝の新生の御物であ

り､これ以後の化学工薬の発展に一定の影書を有している｡⑳
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と述べられており､これ以後の化学工英における化学製造公司の位疋づけがうかがわれる｡

以上､実際に設立された株式会社について見て来たが､いずれも､それらの企薬を行うことによっ

て利潤を衿､湖南を盛んにしようとしていたことが伺われる｡

つぎに､これらの会社を担った人々について考察して行きたい｡

第三項 湖南省における変法期の握済活動参加者

まず､参加者の主な掛 こついて表示して行く｡

姓 名 出身地 官職名 (又比それに代る焚拝等 閲保学会､報､学童 (湖南)

史世祖広 史 革 人 頼学会､一緒 筆立､r湘朝Jr湘 軸jr細 別L$8 字 音

Zl嗣同井黙敬謙菜葬 線許 ),貨 Jt嫌 あ 鑑 湖 絹湖 輪湖 岡湖 絢湖 南湖 絹 挨補知府生 月生 見

排 受 任 江 西 逮 撫

繋 銀 栄邦 銀娘 適 典 湖 相湖 南 * #江鰍 師学望捉粥

鱒 代 的 湖 絹 知 見

券 乃 塩柴 鐸胡 鷺 水嶋 兆 簿!更 襖 蕃此 縄 刃t王 先 雄 広 穀湖 南湖 頼 湖南棚革 人国子監無満

屯 叔 同伯 畢ia 白 元押 絵 角 湖 網湖 摘潮 嫡湖 嫡 侯 還付 中江 姫 挨搬 道 特 恭 学 生r細 線J

頒 希 鹸 鵜 飼 愉棚 苦 土 向学金､r納経入時哉学隻､r粥学報J
弱 本 妻 湖 南 監 生

田 仲 祁 湖 梢 醜 生

王 国 捷 細 岡 錐 生
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以上､鼓示されている者は､27名あり､そ出身地は､当然のことながら湖南が一番多く､19名であ

り､広碇2名､江酉1名である｡

参加者の階層捕成を見て行けIf､巡撫 (従2品)1名､通日又は候補血 (正4品)2名､候補又は

荊知脚 (正4品)2名､国子監穀雨 (従4品)l名､廊中 (正5品) l名､知県ならびに侯柄知県

(6品)l名､翰林院庶書 l名､革人2名､生f15名であり､その他には､宝卓抜魁造公司に参加し

た湖南省出身の諮生や水利公司に参加した湖南省出身の士紬がいる｡

以上､過払､国子監黙酒を除けば､ほとんどが5品以下の中下故官僚､生月､士沖であることがわ

かる｡

また､すでに見た公司の費控や耕 (許可願い)の中に股実紳商､士榊､榊､紳並等の名称が見える

が､これはいずれも郷桝をさすものと考えられるので､湖南省出身の郷伸を中心として公司 (株式会

社)等の新しい近代教本主貌座薬の捷済活動が行われたし､それが意図されたのであった｡

さらに､これらの拝辞を佐々木氏､杯氏の所説によって分ければ､王先諾､我祖同､劫自元は､保

守的な大伸であり､河罰同､焚経､韻通典､伊代鈎､蒋建鈎､絹布僻などが開明的fL変法派の坤紳と

いうことになる｡

その他に､巡れとして派inされている変法派官僚の陳重液､時祷学宝に招かれた変法碑の果啓超､

洋裁に通じた毘井で､湖南候補iFである蕪乃蛙などが参加している｡

変法の派別としては､変法中間派の排緊系の究啓超､左派の訂詞同､焚椛などがあり､中間派から

左派の人達が多く､結局は､仮維新系の保守派の大紳連と対立して行くことになる｡また､湖南の学

会苛にfXl係した者は7名である｡

以上､参加者について見て来たが､多くは湖南省出身の変法派の鞍神であることがわかる｡

すなわち湖南省における変法運動の社会経済的な側面の担い手は､このよう11変法派の揮紳層であ

り､政変によって､多くが抑圧されるが､その後立塘派､革命派として一定の役割を媒して行くこと

に11る｡

第四項 湖南省における変法期の経済活動の恵襲

すでに見て来たように､湖南省の変法超勤における社会楼折的側面の忠衣は､不充分であったとは

いえ､同省の変法派を中心とする郷紳層が近代た本主我産業を邦し､同省に利益をもたらし､外国の

圧迫に対抗しようとした所にあると考えられる｡

すなわち､ここに洋携運動期に中心となった地方大官による企罪の推進とは邦なる､民間の姉仲店

による近代n本主貌座業の脱胎と､民族ブルジョアジーの創山が見られたといえるだろう｡

おわリに

以上､変法運動の社会経済的な背舟について､湖南省を中心として､経済的-iG説､公司､経済活動
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参加者､掻済活動の意我執 こついて見て来たが､湖南省こそは､変任期において､変法派の官位､坤

紳達により近代fl本主我産業が意図され､着手された唯一の省であった｡

そして､このような近代rZ本主凍座薬は､改変以後の新政運動､辛亥革命を経て盛んとなって行く

のである｡

第3姉 ま と め

第五帝では､変法IpJの社会鐘済的背掛 こついて取り上げた｡まず､湖稿料こおける変法期の経済的

結活動についての論説を考案し､nl路､鉄道の敷設､汽船の航行などを適し､凸業､近代座薬の発展
が考えられた｡

ついで公司について考案したが､まず耶 lに鉱者捻局､判茶公司､官格局､水利公司､扶持の頚樫

などを見､第2に乗取に独立された鉱溝揺局､マッチ判逝公司､小姑公司､7ti灯公司､化学魁遊公司

について見､湖南省において､近代ff本主畿座薬が意図され､実施されたgrがわかった｡
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